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・
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二

白

子

兄

？

パ

戸

昌

白

硝

ご

戸
一
べ
革
命
的
な
鴎
磯
と
し
て
自

ら
１
１
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
直

言
ド
ダ
ベ
し
な
い
．
そ
れ
ゆ
一
心
に

1
1
a
.
．
惣
門
．
緩
○
り
に
目
９
１
屁

少
・
禎
ゴ
ヅ
み
入
一
万
ご
と
に
よ
り

ヅ
堅
コ
ビ
ズ
Λ
研
哨
次
ｖ
・
」

漣
琴
・
こ
４
し
て
Λ
堕
甲
王
休
Ｖ
で

七
ヅ
ツ

ー ー
い
う
ご
苫
を
意
味
し
な
い
。

貝
降
服
に
は
、
叉
ぷ
命
の
ご
く
ｄ

目
口
言
に
Ｊ

・
い
て
は
、
御
守
尽

ズ
ゾ
ズ
Ｍ
．
い
・
同
Ｏ
Ｍ

』
。
吠
関
吸
回
。

与
ヅ
…
…
｝
・
’
。
｛
一
・

一 一
心
Ｊ
｝
句
加
や
気
付
・

・
ご

も
り
で
あ
石
、
権
利
で
も
あ
っ
た
。
封

建
制
の
遺
制
と
し
て
の
「
身
分
善
別
」

を
極
力
－
ア
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は
、
資
本

主
義
社
会
の
中
に
お
い
て
再
編
し
八
徴

揺
的
に
利
用
せ
ん
と
し
、
そ
の
方
向
に

て
合
理
化
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
国
家
杷
力
と
基
本
的
姿
勢
に
お
い

て
同
様
な
の
が
Λ
革
新
政
党
Ｖ
日
共
で

あ
る
Ｑ
「
矢
田
教
育
差
別
事
件
」
、

Λ
窓
ロ
ー
本
化
Ｖ
に
対
す
る
分
断
策
動

産
業
労
働
会
館
を
め
ぐ
る
美
濃
部
鄙
知

Ｊ
に
対
す
る
直
接
抗
議
と
い
っ
た
こ
の

固
の
Ｈ
共
に
よ
る
解
放
同
堅
伺
キ
ャ

ン
ペ
Ｌ
ン
は
悪
意
に
満
ら
だ
醜
悪
極
わ

ま
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
議
会
内
多

数
派
に
露
道
を
あ
げ
る
差
別
者
集
団
Ｈ

共
は
、
陵
革
命
以
外
の
何
物
で
も
な
い

こ
と
を
Ｍ
一
考
た
で
あ
ろ
う
。

　
九
月
巡
統
公
判
に
お
け
る
公
判
圓
争

へ
の
国
家
複
力
り
刑
汲
ａ
「
正
」
の
先

取
り
的
弾
圧
は
、
Λ
内
ゲ
パ
Ｖ
を
理
由

に
酸
化
し
て
い
た
が
、
そ
れ
悟
狐
内

．
の
は
、
経
済
的
な
行
縦
一
争
に
目
を
奪

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
差
別
の
擬
困
と
し

・
で
あ
る
な
琳
内
の
保
守
的
思
想
肩
況
を

ミ

１年生に限る

新
聞
学
会
は
図

書
館
の
隣
り
音

楽
練
習
場
の
後

ろ
に
あ
り
ま
す

　
九
月
三
味
。
九
月
泌
糾
公
判
の
第

一
日
。
日
比
谷
音
、
小
公
園
に
二
万

五
千
の
一
同
、
支
援
団
体
が
結
集
。

　
九
月
五
日
日
比
谷
公
園
第
二
会

渦
に
二
巧
以
上
が
結
集
。
第
七
七
回

公
判
闘
争
。
中
山
弁
護
人
が
自
ら
９

「
哩
忿
賓
ｄ
」
を
し
、
司
法
権
力

Ｉ
警
察
の
差
別
性
を
糾
弾
す
る
。

　
九
月
一
〇
日
第
七
八
回
公
判
闘

争
。
同
日
、
夜
日
比
谷
音
に
て
総
評

主
催
の
「
狭
山
差
別
裁
判
完
全
勝
利

部
落
解
放
闘
争
廸
帯
九
・
一
〇
労
働

者
総
決
起
大
会
」
が
一
万
五
千
人
の

結
集
を
も
っ
て
開
催
さ
Ｉ
Ｑ
。

　
九
月
二
（
）
日
小
公
國
に
て
七
千

余
名
が
硝
巣
し
て
公
刊
闘
争
が
貫
徹

さ
る
。

　
九
月
二
四
日
日
比
谷
公
喘
に
二

判　　る方

゜九゜余

-1‘月　＾名
一二　　〇

万六I　総
人日　力

１捌　戦

会八　鑑。　　　哨

　十　が
ii左

告公　れ

で
検
奉
伺
の
動
揺
（
十
月
三
日
予
定

の
検
察
側
陳
述
の
変
更
）
、
年
末
判

決
の
予
想
奢
打
ち
破
る
十
月
一
己
口

利
決
が
。
恒
え
ら
れ
る
。

出
回

　
東
洋
大
学
２
ぞ
の
学
友
、
教
職
員

『
む
み
な
さ
ん
／
私
道
部
落
解
放
研
究

必
よ
ひ
、
狭
山
羞
冽
裁
判
闘
争
の
現
局

面
の
報
告
と
、
来
る
3
1
日
の
高
裁
判
決

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
高
裁
寺
尾
に

対
し
て
は
っ
き
り
と
示
し
、
そ
う
た
や

す
く
は
死
刑
、
有
罪
判
決
を
出
せ
な
い

と
こ
ろ
ま
で
追
い
つ
め
て
ゆ
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
現
在
、
す
で
に
石
川
氏
の
無
実
は
明

ら
か
に
な
り
、
す
で
に
権
力
の
ね
ら
う

威
信
保
持
ａ
死
刑
判
決
攻
撃
を
打
ち
』
砕

哺静恥
く
】
歩
手
前
に
ま
で
来
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
反
動
叱
を
き
わ
め
る
田
中
白
瓜

党
政
府
の
尖
兵
た
る
寺
Ｍ
は
、
最
後
の

あ
が
き
と
し
て
証
拠
立
証
の
不
充
分
性

な
ど
を
理
由
に
炊
色
の
白
と
い
っ
た
形

で
威
信
を
保
持
し
、
高
ま
る
解
同
と
労

学
の
共
同
闘
争
を
圧
殺
せ
ん
と
し
て
い

ま
す
。
私
達
は
こ
の
さ
し
せ
ま
る
高
裁

判
決
に
対
し
ハ
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
・
サ
ー
ー

ク
ル
末
端
か
ら
反
対
決
議
を
あ
げ
、
闘

っ
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
刑

法
改
悪
の
実
質
的
先
取
り
を
ね
ら
う
Ｊ
｀
一

裁
寺
尾
体
制
を
あ
ら
ゆ
る
領
域
か
ら
｛
一

撃
し
、
石
川
氏
の
完
全
無
罪
判
決
棄
兄

ち
と
っ
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
す

か
。
東
洋
大
の
全
て
の
学
友
、
教
職
員

の
み
な
さ
ん
、
共
に
圓
わ
ん
／

lmj
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Ｄ

帛
テ
ジ
ア
ー
ー

」

　
タ
イ
で
は
日
系
企
業
の
サ
ラ
プ
リ
・

a
l
｡
‐
ト
・
ミ
ル
エ
エ
場
の
二
千
人
の

労
農
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
ひ
と
月
の

一
一
般
企
業
の
ス
ト
件
数
が
九
十
一
件
に

も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
空
前
の
ス

ト
の
絞
は
、
生
と
し
て
経
済
要
求
が
中

心
で
あ
る
が
、
経
営
陣
の
交
代
を
求
め

る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
い
る
。
ス
ト
要
求

は
、
オ
プ
・
タ
イ
商
議
所
座
合
套
の
敵

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ト
の
圧
力
の
前

に
あ
る
程
度
途
端
さ
れ
て
い
る
が
、
量

ｔ
貸
金
日
額
二
十
バ
ー
ル
（
三
百
円
）

も
イ
ン
フ
レ
の
ぶ
、
実
質
的
改
善
と

は
な
ら
ず
、
帝
国
主
義
箇
国
に
対
す
る

タ
イ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
い

う
警
一
葦
裳
調
忿
″
腎
ら

れ
て
い
る
。

　
戒
厳
令
下
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
革

畠
勢
力
の
攻
勢
は
、
国
中
、
特
に
ミ
ル

ダ
ナ
オ
・
ス
ー
ル
ー
で
酸
化
し
、
フ
４

リ
ピ
ン
軍
の
戦
力
を
低
下
さ
せ
る
に
至

っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
跨
は
、
ベ

ト
ナ
ム
賊
兵
な
ど
ア
メ
リ
カ
帯
国
主
義

Ｊ
Ｉ
ス
を
「
通
れ
な
か
っ
た
」
の
が

「
後
進
国
」
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
で
あ
る
。
こ
の
前
提
を
ふ
ま
え

て
現
孝
汲
一
視
し
て
み
る
な
ら
ぱ
、

こ
の
間
の
「
日
・
禅
」
の
状
一
に
対
す

る
社
共
一
１
介
し
て
の
組
機
労
一
価

の
「
体
外
主
義
」
的
ｌ
ａ
、
必
然

性
を
有
し
で
い
た
と
い
え
る
だ
ろ

　
も
は
や
口
口
」
ｕ
・
ハ
確
命
Ｖ
を

9
1
す
る
う
え
で
の
核
心
で
あ
る
と

さ
え
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
戸
村

選
挙
」
鼠
の
よ
う
に
、
単
に
「
革
命

的
云
々
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
巡

動
の
外
一
一
一
統
一
は
、
も
は
や
何
を
も

意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。
組
賎
す
る

べ
き
、
砧
合
す
ぺ
き
Λ
革
命
主
体
Ｖ

を
理
念
的
に
も
構
想
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
点
に
、
現
在
の
「
日
本
訴
左

翼
」
の
一
塩
が
洩
花
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

の
片
棒
を
か
つ
い
で
き
た

が
、
ア
メ
び
カ
帝
国
主
義

の
行
き
ず
ま
り
と
と
も
に

日
本
と
の
関
係
も
悪
化
し

て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
解

放
勢
力
は
大
東
的
支
持
の

も
と
に
拡
張
さ
れ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

　
イ
ン
ド
亜
大
陸
で
は
、

帝
国
主
義
諸
国
の
ィ
ン
フ

レ
が
慢
性
的
な
貿
易
収
支

Ｑ
赤
字
と
対
外
債
務
の
巨

大
な
増
加
を
劃
き
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
人
民
は
暴
力

的
弾
圧
受
受
け
て
い
る
と

い
っ
た
状
一
で
あ
る
。

　
□

７ １
訓
Ｕ

　
ギ
リ
シ
ｆ
は
ト
ル
コ
側
の
侵
略
を
制

止
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
些
会
一
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
軍
り
機
構

か
ら
脱
退
し
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
が
米
帝

眼
王
義
の
中
東
の
番
人
ト
ル
コ
と
敵
対

し
、
当
脱
退
で
米
第
六
艦
隊
の
ギ
リ
シ

？
寄
亀
を
困
殲
に
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一

冒
を
く
ず
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
な
考

プ
リ
ス
で
、
米
国
が
ト
ル
コ
軍
の
キ
プ

ロ
ス
進
攻
奢
許
し
た
と
し
て
、
米
大
使

館
へ
の
デ
モ
の
際
、
栄
海
兵
露
の
弾
圧

に
簒
っ
た
デ
モ
隊
は
米
大
使
ほ
か
２
名

を
殺
傷
し
た
。
キ
プ
ロ
ス
の
識
い
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
悟
国
主
義
一
一
の
国
家
ト
ラ

ス
ト
哨
本
質
を
薯
露
し
て
い
く
も
り
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

□
帽
ご
Ｌ

　
現
伍
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
鮭
も
庄
目

す
べ
き
で
き
ご
と
は
、
ギ
ニ
ア
・
ピ
ザ

ウ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
独
立
協
定
と
そ

れ
に
綺
く
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ザ
ン
ピ
ー
ク

の
独
立
的
機
巡
で
あ
る
。
Ｉ
ギ
ニ
ア

・
ピ
ザ
ウ
は
、
昨
年
九
月
一
方
的
独
立

奢
宣
一
６
し
、
四
月
の
ボ
ル
ト
ガ
ル
ワ
ー

デ
タ
ー
当
時
、
す
で
に
八
十
余
国
の
承

認
を
得
て
い
た
が
、
今
や
八
月
「
ポ
ル

ト
ガ
ル
は
九
月
十
Ｈ
を
痢
し
て
、
ギ
ニ

ア
・
ピ
ザ
ウ
を
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
釦
ギ
ニ

ア
の
全
域
を
支
配
す
る
主
権
同
家
と
し

て
公
式
に
承
認
し
、
そ
れ
に
殖
つ
い
て

十
二
Ｈ
に
は
行
政
権
の
Ｊ
ｎ
し
を
行
な

う
」
と
い
う
内
容
り
独
立
一
定
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
調
印
し
た
。
Ｉ
Ｉ
一
方
ア
ン

ゴ
ラ
に
剛
レ
て
は
Ｈ
八
月
ポ
ル
ト
ガ
ル

政
府
は
「
ま
ず
解
勢
力
と
停
杭
に
合
意

次
第
、
解
放
朗
組
織
、
各
社
政
代
Ｊ
に

よ
る
゛
時
泌
合
政
府
哨
蕃
認
め
一
Ｑ
。

さ
ら
に
同
｀
一
一
時
受
鏡
町
が
、
二
￥
以

内
に
契
ぶ
Ｑ
選
挙
葦
実
施
、
新
j
j

を
制
定
し
た
慢
、
正
式
に
独
立
を
認
め

る
と
い
う
。
二
段
階
方
式
″
を
発
友
し

ｔ
。

　
こ
れ
ら
一
巡
り
勁
き
は
、
幣
史
的
逍

駒
で
あ
る
植
民
地
主
義
の
削
・
壊
と
い
。

だ
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、
同
時
に
Ｎ
・

Ａ
Ｔ
Ｏ
及
ひ
多
論
語
企
業
の
償
い
影
駒
１
１

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
Ｅ

式
哨
独
立
を
、
単
に
、
解
放
勢
力
の
碍

利
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
し
て
も
、
。
自
陣
馴
勢
に
対
応
す

る
た
め
の
処
置
で
あ
り
、
責
旅
に
恵
ま

れ
な
い
ギ
ニ
ア
・
ピ
ザ
フ
に
ま
ず
独
立

を
与
え
、
ア
～
？
フ
に
対
し
て
は
白
人

の
保
安
の
た
め
の
処
一
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
背
後
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
遡
じ
て

ア
ン
ゴ
ラ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
輦
に
軍
事
援

助
を
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

ｏ
諸
『
及
ひ
ア
メ
リ
カ
荼
多
国
唇
企

葉
り
植
民
地
主
義
的
利
害
関
係
が
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
、
ア
メ
リ
カ

に
多
く
迪
出
し
て
い
る
日
本
の
利
害
も

含
ん
で
い
る
。
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、

植
民
地
主
義
争
琴
戦
は
、
持
ち
主
か
は

っ
き
り
し
・
て
い
る
と
き
よ
り
、
持
ち
主

が
い
な
い
時
の
方
が
よ
り
酸
化
す
る
。

第
三
世
界
の
独
や
匯
は
、

‘
常
に
複
数
の

政
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
斬
独
立

国
の
発
慶
は
帝
国
主
義
の
実
質
的
侵
皓

と
決
別
し
、
独
自
の
発
展
と
い
う
原
則

的
対
応
を
一
‐
き
ひ
し
く
し
て
い
く
申

に
お
い
て
、
成
し
と
げ
ら
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
・口
い
川
い
Ｕ

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ー
ー
チ
リ
で
は
幾
千

人
の
左
翼
勢
力
が
暗
殺
さ
れ
た
侵
、
フ

ァ
シ
ス
ト
勢
力
は
班
ぶ
評
議
会
の
テ
ー

ゼ
に
よ
y

l
a
l
4
J
S
M
:
y

l

体
的
圧
迫
と
拷
問
を
支
Ｓ
屁
と
し
て

確
立
し
た
。
国
の
最
も
反
動
的
な
諸
集

団
と
ア
メ
リ
カ
独
占
Ｍ
木
が
お
し
つ
け

た
政
東
の
全
荷
重
を
国
民
に
‐
‐
ね
が
わ
り

さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
政
策
の
た
め
、

国
内
の
イ
ン
フ
レ
は
茸
く
べ
き
形
で
加

進
化
さ
れ
て
い
る
。

　
■
新
　
刊
■

テ
ィ
ム
ス
タ
ー
の
反
乱

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
三
〇
年
代
の
労
働
運
動
！

一
九
三
四
年
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
テ
ィ
ム
ス
タ
ー
（
一
般
ト
ラ
″
ク
運
転

手
組
合
）
の
ス
ｔ
フ
イ
キ
は
二
九
年
に
は
じ
ま
子
、
恐
悦
の
た
だ
申
で
闘

わ
れ
た
闘
争
で
あ
り
、
し
か
も
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
の
初
刷
の
三
大
闘
争
の
一
つ
で
あ
。
た
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
大
恐

慌
下
の
労
働
者
の
急
進
化
を
も
っ
と
・
も
よ
く
資
現
す
る
圓
争
で
あ
り
、
Ｇ

Ｉ
Ｄ
確
立
へ
つ
な
が
る
先
駆
的
闘
争
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
レ
ル
・
ド
ッ
ブ
ズ
著
／
尾
山
裕
択
一
〇
〇
〇
円

　
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
史

ｇ
展
開
　
シ
オ
ニ
ズ
ム
か

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
主
義
か
Ｉ

イ
ス
フ
エ
ル
建
国
は
真
に
ユ
ダ
ヤ
Ｍ
縦
を
解
放
し
た
か
？
資
本
主
義
の
発

睡
と
慾
芯
歴
史
の
中
に
ユ
ダ
ヤ
民
践
主
義
ｕ
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
原
因
を
探

り
、
ユ
ダ
ヤ
人
間
遠
の
解
決
を
Λ
民
族
１
階
級
Ｖ
の
止
場
な
く
し
て
は
あ

り
り
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
根
底
か
ら
枇
利

し
つ
く
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
古
典
と
も
い
う
ぺ
き
名
著
。
著
者
は
、
若

く
し
て
ナ
チ
ス
に
殺
害
さ
れ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ア
ブ
ラ
ム
・
レ
オ
ン
薯
／
湯
浅
赳
男
訳
一
二
〇
〇
円

ソ
ウ
ル
特
派
員
報
告

　
　
金
大
中
問
題
と
問
い
な
お
さ
れ
る
日
韓
関
係

奄
火
中
吊
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
暴
露
さ
れ
た
拾
政
権
の
腐
敗
と
そ
れ
を

支
え
る
日
本
政
府
の
帝
国
主
磯
的
野
望
を
記
者
の
鋭
い
目
で
え
ぐ
り
だ
し

た
特
別
レ
ポ
ー
ト
。

　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
削
ソ
ウ
ル
特
派
員
／
猪
狩
章
著
一
〇
〇
〇
円

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
史

フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
両
帝
国
主
義
に
対
決
し
、
永
久
革
命
を
勝
利
匈
に

貫
徹
し
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
前
衛
は
、
い
か
に
形
成
さ
れ
、
武
装

さ
れ
て
い
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
ビ
エ
ー
ル
・
ル
ッ
セ
着
／
肖
山
元
保
訳
一
二
〇
〇
円

土
地
か
死
か
ら
計

拠
回
。

　
　
　
　
　
　
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
革
命

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
革
命
埋
勁
の
申
で
、
ウ
ー
ゴ
プ
ラ
ン
コ
の
銅
導
し
た

ペ
ル
ト
土
鳩
占
拠
闘
争
は
、
そ
の
優
に
様
々
な
義
一
を
残
し
た
最
も
咆
要

な
闘
争
で
あ
心
だ
。

　
　
　
　
　
　
ウ
ー
ゴ
・
ブ
ラ
ン
コ
／
山
崎
カ
ヲ
・
″
択
一
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堵
窺
Ｉ
文
京
貳
本
鯵
ニ
↓
了
一
回

　
拓
殖
書
房
　
　

（
白
不
ニ
ビ
ル
）

　
　
　
　
電
話
０
３
・
８
Ｉ
Ｓ
・
５
６
７
４
糾
穆
東
泉
４
３
９
蓉
６

　
　
▼
新
刊
▲

林
　

ヽ

竹
二

　
　
田
中
正
造
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
大
判
／
一
二
〇
〇
円

国
家
か
ら
も
社
会
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
、
忘
れ
ら
れ
た
十
Λ
戸
百
余
の
人

々
と
田
中
正
造
は
、
谷
中
を
絶
対
絶
命
の
壊
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
戦
い
が

絶
望
と
な
’
た
の
ち
の
戦
い
を
戦
っ
た
・
こ
の
田
中
正
遊
興
年
の
生
と
敏

い
の
奥
深
さ
を
、
明
治
国
家
と
足
吊
銅
山
、
渡
良
瀬
川
鉱
毒
と
谷
中
村
の

「
誠
一
・
一
一
」
の
全
容
へ
の
祷
痩
な
追
求
と
然
り
あ
わ
せ
つ
つ
梗
鰹
か
ら
把
・
λ

な
お
し
な
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

高
橋
　
三
郎

強
制
収
容
所
に

　
　
お
け
る
「
生
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
判
／
九
八
〇
円

強
凋
べ
容
所
ｒ
￥
。
‐
き
’
心
こ
と
の
憑
味
と
は
何
か
・
・
‐
生
き
残
μ
心
人
々

が
の
ぞ
か
せ
る
心
Ｕ
り
別
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
傲
慢
な
こ
と
か

も
し
れ
ぬ
。
だ
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
Ｊ
ｋ
の
み
、
生
き
の
ぴ
た
人
ひ

と
の
体
験
を
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
主
き
・
万
に
か
か
わ
ら
せ
て
と
ら
え
る
こ

と
が
￥
一
忌
り
で
心
ね
。

　
　
▼
近
刊
▲

高
。
崔
石

　
　
韓
国
言
論
抵
抗
史

　
　
－
∴
ロ
ツ
‘
。
‐
ナ
リ
ズ
ム
？
ぃ
悩
と
闘
い
０
軌
跡
ｙ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
判
／
一
三
〇
〇
〇
円

い
ま
・
が
Ｍ
り
こ
、
Ｉ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
怜
政
椎
の
ほ
と
ん
ど
想
像
を
紀
す
る

敞
痢
な
糾
胃
と
ｓ
早
で
、
沈
黙
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら

腐
敗
し
た
独
畝
へ
の
合
唱
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
数
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
が
Ｊ
4
2
や
詩
人
と
と
も
に
琢
μ
凶
姑
で
審
か
れ
、
あ
る
い
は
冪
か
れ

る
こ
‘
こ
さ
え
な
く
職
を
泊
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
四
五
矩
Ｑ
り
解
放
か

ら
暁
良
一
ｉ
μ
ｎ
‥
ま
ｙ
ヽ
ｏ
、
溥
国
シ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
り
。
俣
？
て
い

ぶ
μ
ｙ
心
る
。

　
　
▼
既
刊
▲

ｎ
・
川
　
明

　
　
異
族
と
天
皇
の
国
家

　
　
　
　
文
気
区
お
日
回
フ
ニ
い
一
一
　
二
月
社

喫茶店を有効に利用しよう
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30●●

○飲物サービス20吻
時間　ＰＭ ２：００－ＰＭ４

こ00－PM 4'S30
9

6 . J

(注)学生証をレジにて

　　※学生証を持参下さい

Y250

Y280

事

時間　ＰＭ

ナポリタン

○食

ビ　ラ　フ………

(スガモ駅北口)ＴＥＬ９１０－７ ７ ７ ０ティファニL-

　
夏
休
み
に
現
在
的
に

も
「
私
た
ち
」
が
、
執

着
し
糾
け
て
い
る
Λ
も

の
Ｖ
が
、
カ
リ
カ
チ
｀

ア
さ
れ
ラ
ジ
オ
か
ら
放

送
さ
れ
て
い
た
の
を
、

記
憚
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
六
九
年
の
Λ
安
田
決
慎
Ｖ
の
模

様
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
聞
い
た
瞬

間
、
少
し
の
Λ
と
ま
と
い
Ｖ
と
、
そ

し
て
Λ
阻
喪
Ｖ
奢
感
じ
て
い
た
▼
私

た
ち
が
八
自
己
内
倫
理
Ｖ
と
し
て
週

ん
だ
Λ
政
治
Ｖ
の
過
程
が
、
「
大

東
」
的
な
る
も
の
に
よ
っ
て
侵
犯
さ

れ
た
Ａ
と
ま
と
い
Ｖ
と
Λ
阻
喪
Ｖ
を

大
衆
蔑
視
の
裏
返
し
の
表
瑞
で
あ

る
”
な
気
思
い
’
上
り
」
で
あ
る
と

か
い
っ
た
具
合
に
把
え
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
Λ
文
化
状

況
Ｖ
と
「
大
衆
」
の
Λ
文
化
状
況
Ｖ

の
圓
の
Λ
敵
対
筒
係
Ｖ
、
そ
れ
も

弁
鉦
法
的
な
八
敵
対
関
係
Ｖ
に
柵
ざ

し
た
も
の
で
あ
る
の
だ
。
い
わ
ば
私

た
ら
の
Λ
文
化
状
況
Ｖ
と
大
衆
の

Λ
文
叱
状
況
Ｖ
と
の
熾
烈
な
剔
亮
の

過
程
で
の
、
振
肩
表
出
だ
っ
た
の

だ
▼
私
た
ら
の
Λ
ヘ
ル
メ
″
ト
Ｖ
も

Λ
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
Ｖ
も
、
そ

し
て
あ
の
蜘
特
な
Λ
ア
ジ
テ
イ
シ
。

ン
Ｖ
も
、
す
べ
て
大
衆
の
八
文
化
Ｖ

の
一
契
機
と
し
て
組
み
込
＆
れ
て
し

ま
っ
た
。
も
ら
ろ
ん
そ
れ
ら
が
も
は

や
毒
素
を
も
つ
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
＆
だ
ち
り

胃
有
０
八
体
一
’
｀
Ｖ
を
蔭
れ
て
は
、
た

だ
の
抽
象
に
し
か
す
ぎ
な
く
な
る
か

ら
▼
私
た
ら
は
、
こ
の
ほ
な
大
衆

ハ
文
化
Ｖ
の
攻
勢
的
涙
同
を
耐
‐
瓦
な

ｇ
り
、
あ
く
ま
で
私
た
ち
ｏ
Λ
ア
ジ

テ
ィ
シ
ョ
ン
ｙ
ハ
ヘ
ル
メ
″
ト
Ｖ
に

同
気
す
る
。
Λ
Ｍ
・
刀
学
生
Ｖ
に
日
杭

す
る
。
私
た
ち
は
「
大
衆
」
の
釦
つ

ざ
で
、
む
し
ろ
「
日
本
」
帝
凶
Ｕ

力
や
残
廳
性
に
つ
い
て
「
説
明
」
し

て
ま
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
や
ら
な

い
。
直
接
性
だ
け
で
十
分
だ
。
直

接
性
で
大
零
ハ
文
化
Ｖ
を
解
体
し
い

つ
の
Ｈ
か
３
囲
を
迫
包
囲
し
て
み

せ
る
。
な
ぜ
な
ら
八
遠
く
ま
で
世
界

は
但
た
ら
を
檻
菜
し
で
ゐ
る
Ｖ
（
Ｊ

泰
隆
明
）
の
だ
か
ら
Ｑ
大
衆
ハ
交

配
Ｖ
の
攻
勢
に
Λ
意
気
阻
喪
Ｖ
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
で
も
耐
え
心
こ
と
な

の
だ
。

っ
て
破
砕
す
る
ｉ
‐
自
己
膏
薬

と
い
う
佗
‥
濃
を
と
お
し
て
以
外
に
な
い

ぶ

「

に
向
け
て
多
く
の
学
友
の
結
集
を
呼
ひ

か
け
ま
す
。

　
狭
山
公
利
闘
争
は
去
る
９
・
2
6
公
判

を
も
っ
て
結
審
し
、
そ
の
中
で
石
川
一

緩
氏
が
蒼
終
意
見
陳
述
を
行
な
い
、
こ

の
事
件
が
差
別
を
利
用
し
た
権
力
の
デ

Ｊ
チ
上
げ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
完
全

無
罪
判
決
、
す
な
わ
ら
拓
］
に
よ
る
警

察
の
デ
″
チ
上
げ
事
作
で
あ
る
こ
と
を

叙
め
て
無
罪
の
判
決
を
出
せ
と
廸
ぺ
、

検
察
は
高
ま
る
運
動
に
恐
怖
し
ヽ
も
う

す
で
に
審
理
は
し
つ
く
し
た
と
し
て
1
0

・
３
公
判
を
と
り
や
め
ま
し
た
。

　
９
・
2
6
公
判
は
解
放
同
盟
と
労
学
を

中
心
に
Ｈ
万
人
の
支
援
で
勝
ち
と
り
、

発
国
昭
に
狭
山
差
別
叫
＆
‥
を
許
さ
ぬ
声

載
睡
の
「
Ｈ
本
」
の
「
繁
栄
」
を
土
ズ
ム
」
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
発
腱
の

台
に
し
て
形
成
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
Ｕ
「
国
民
的
平
和
主
義
」
を
「
日

し
て
き
た
と
い
う
１
ａ
、
過
去
の

「
暁
辿
地
域
」
へ
の
「
経
済
的
Ｑ

略
」
に
よ
っ
Ｉ
１
１
き
あ
げ
ら
れ
た
現

在
の
ｔ
活
状
況
よ
り
き
わ
め
て
象
徴

同
に
脱
走
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
後
進
」
地
域
の
「
ナ
シ
″
ナ
リ

ズ
ム
」
と
先
進
国
の
労
働
酉
の
「
ナ

シ
’
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
、
ｉ
｀
構
造

が
違
う
た
め
１
－
労
働
西
の
生
産
遇

　
八
月
二
三
日
韓
評
ｔ
則
大
会
に

て
「
連
動
方
針
」
と
し
て
狭
山
差
別

裁
判
闘
争
に
結
集
り
部
落
解
放
同

盟
と
の
｛
磨
借
を
強
化
す
る
こ
と
を
決

定
。

　
八
月
三
〇
日
部
落
解
放
中
央
木

部
、
狭
山
闘
争
本
部
を
東
京
に
設

念
に
ニ
言
声
ス
ド
穏
言
隋
匹
ぺ
・
‘
．
‘
一
．
一
「
一
・
」
’

‘
一
１
１
・
．
１
１
１
一
・
一
一
．
・
ゝ‘ 一
一
・

一 一
・
―
・
’‘
ヽ
‐ ‐’
」
一
一
一
１
‐
‐‐

‐
‐
「
｛
一
一
・
｝
一
一
’

｀
”
｛
‐
１

‘
・
’
‘
一
ぃ
Ｉ
’
‘
’
心
．
・
前
提
が
、
現
在
的
な
「
口
国
」
労
働
茜
と
の
間
の
緊
張
團
係
が
う
こ
と
、
ま
さ
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
程
で
の
、
占
め
る
位
跨
が
両
者
で
は

本
」
０
１
１
%
Ｉ
Ｍ
９
１
Ｍ
’

９
　
<
１
９
Ｖ
の
主
要
な
モ
メ
ン
ト
を
な
労
働
者
階
磯
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
全
く
違
う
た
め
Ｉ
こ
の
二
つ
の

。
君
性
を
有
し
て
い
る
。
文
字
ご
お
り
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
の
生
産
の
外
側
に
で
は
な
く
て
内
Ｓ
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
弁
証
法

一
讐
図
・
な
高
級
と
し
て
の
「
労
働
が
、
邑
界
史
の
現
況
荊
に
お
い
て
、
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
威
力
の
的
な
敗
対
関
振
を
切
り
絡
ぷ
の
で
あ

核
心
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
被
害
”
‥
で
な
く
て
、
む
し
ろ
共
授
者
る
。
な
ぜ
な
ら
「
生
産
力
の
国
民
的

ろ
う
。
よ
っ
て
現
柾
ｏ
Λ
課
題
Ｖ
は
で
あ
る
と
い
う
こ
と
・
・
・
・
・
・
」
（
東
洋
な
孵
ａ
一
を
彰
一
す
る
こ
と
が
で
き

「
労
勣
蓄
財
資
本
家
」
と
い
っ
た
女
゛
学
術
同
、
七
四
・
六
）
つ
ま
り
、
た
の
が
、
先
悲
国
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ぃ
ぷ
図
式
に
あ
る
の
で
な
く
、
む
し

ろ
「
下
加
」
労
働
酉
と
ｌ
’
‐
盲
労
働
西

口
錨
国
」
労
働
者
と
先
趾
国
労
細

〈
革
命
主
体
〉
の
構
想
へ

孝
尺
？
・
・
、
Ｊ
…
…
一
］

』
’
ゝ ］．
一
．
［
一
　
・
・
］
・

’
‘
‐

‐
‐

‘一
一
一
一
・
・
．
．
．
．
・
・
］
’

‘
ゝ
紅
‐

‐

‘ 一
．
’

‘
］
・‘
＾
‐

‐
一‐
‐
‐

１ ‐１‐
‐
‐‐
．
．
・
‐
‐
‐
″
・
ゝ
・
一
一
一
、
‐
‐
一
．
‐
‐
’
・
’
一
一
Ｊ
．
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
　
ｌ
　
ｔ
　
　
　
　
ｒ
　
　
ニ

ヤ
ゾ
ベ
こ
ぬ
．
ふ
φ
そ
し
て
バ
員
焚
フ
員
体
り
に
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

i
1
J
;
;

S
の
陥
穿
－

辨
三
戸
ニ
フ
ざ
］
昌
∇
居
分
づ
高
が
「
哲
偏
」

・
（
「
還

・一 一
．
一
．
’
・
’
一
‘
・
‘
・ ’
」
ヽ

・
｀
｛
一
．

｝
－
・
‐
‐
一
一
・
’
．
．‘
’一
一
・
’
・
’

一 一
一
宍
一
一
‐
‐

‘
｀
’ 一．

‘
．
‐
．
一
一
‐
‐
‐
一
一
）
・
］
に
Ｉ
。
〃
‘
．
一
｛
’
一 一
‘
・
．
一
・
一． ‐
‐
‐
一
．
一
一
、

‐
‐
‐
｛‐
‐
．
一
一
一
一
［
一
’
一
一
．
］
］
″
一
一
一

１
‐
１
一
一
一
・
・
’
・
］
］
一
一
一
一
１
１
．
・

ご
八
二

―
』
・
‘
言
・
一
万
…

…
・
．
・
・
’
ゝ
｛
‐

‐
一
｝
・
一
一
匹

‘
・
”

‘
‘
・
・
］
・
い
．
‐
‐
．

一
一
に
．
．

‐‐
・
〃
一
』
・
ｔ
一
１
１
‐
‐
－
一
・
‐
‐

一
．
］
一
一
一
｝
布
’
ら
、
’

・
」
一
一
一
一
”
’
ヽ
・
・
．
万
．
ｊ
一
一
七
ゝ
．
・
ぃ
も
．
息
呼
答
る
の
で
心
　
涵
と
の
相
同
の
ヒ
に
こ
そ
定
立
さ
れ
本
」
の
労
働
者
が
、
釣
花
的
に
蓄
積

‐
ご
。
４
こ
ｏ
ゴ
・
ペ
辱
’
お
け
る
、
き
る
が
、
そ
の
こ
と
は
労
帥
者
隨
弓
で
る
ぺ
き
ｙ
ヽ
あ
る
。

わ
ヅ
ー
返
・
尚
元
岨
只
じ
て
示
さ
　
の
も
の
が
完
全
に
自
己
出
揃
ｎ
隨
伐
　
た
と
え
ば
「
国
氏
的
生
産
力
」
と

れ
た
の
ダ
ツ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
の
廃
止
を
は
た
す
ま
で
の
長
則
匈
な
　
い
Ｉ
リ
概
ぶ
を
用
い
て
「
民
疾
開
場
」

に
対
し
て
一
・
奥
演
同
な
同
還
提
起
を
な

し
た
自
決
瓜
は
い
っ
て
い
る
。
「
Ｈ

本
り
両
繊
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
も
、
一
一
に
お
け
る
三
〇
り
の
口

ト
げ
を
、
ま
さ
に
日
収
帝
国
０
生
£

力
に
依
拠
し
で
博
打
し
て
い
る
と
い
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文
学
ｏ
呼
バ
が
、
本
来
、
球
状
に
女

定
し
た
自
』
形
相
、
自
己
叫
６
を
絶
え

ま
こ
く
破
吠
し
て
い
く
こ
と
な
く
し
て

は
一
歩
も
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
Ａ
問
う
Ｖ
こ

と
以
外
の
絶
対
を
含
ま
な
い
そ
れ
は
、

い
つ
の
ま
に
か
不
可
視
の
抗
道
に
の
め

り
こ
ん
で
呪
縛
さ
れ
た
ま
ま
容
易
に
脱

し
難
い
危
険
性
を
は
ら
む
。
高
橋
和
己

の
虚
構
に
攘
う
重
さ
は
、
こ
の
出
口
な

き
問
い
か
け
の
重
さ
で
も
あ
っ
た
。

　
否
定
形
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
そ
こ

に
は
一
切
の
価
値
否
定
で
は
な
い
１

過
去
の
刻
印
を
頑
な
に
背
負
い
つ
り
け

る
者
た
ち
の
倣
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
の

到
達
は
虚
無
で
も
な
く
Ｉ
Ｉ
’
あ
た
か
も

敦
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
’
‐
―
な
し
削
さ

れ
て
い
く
結
末
が
あ
る
。
つ
き
放
さ
れ

る
よ
う
に
み
え
て
じ
つ
は
あ
ま
り
に
優

し
い
破
滅
が
あ
る
。
そ
れ
は
挫
折
と
絶

里
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
人
間
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
る
だ
ろ

ら
不
幸
に
し
て
自
己
矛
盾
で
あ
る
。

；能脱重

( か 出 み )
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川
西
氏
の
そ
れ
以
ヒ
○
論
究
を
見
な

一

い
の
が
残
念
だ
が
、
氏
の
着
眼
が
、
和

一
己
文
学
り
構
造
性
に
向
け
ら
れ
て
い
る

う
か
。
現
代
の
ハ
平
り
巻
末
Ｖ
に
色
き
な
い
隅
心
性
そ
・
有
し
て
い
た
。
」

と
ら
れ
る
Λ
な
し
崩
し
的
ｙ
浸
と
重

一

（
頁
Ｉ
１
１
）

ね
合
わ
せ
た
と
き
、
鋭
い
告
発
０
切
光
‐
‐

‐
　

「
思
想
が
一
つ
の
硬
い
存
在
で
あ
る

に
も
な
り
寿
よ
う
同
じ
慮
構
が
、
と
も

す
れ
ば
彼
ら
と
の
指
弾
の
関
係
を
に
ぶ

ら
せ
る
。

　
川
西
氏
の
述
懐
を
む
り
よ
う
。

副
副
Ｕ
別
胎
白
玉
絹
か
い
引
い
剔
副
Ｌ
剔

奪
ぞ
一
環
○
導
く
ま
ま
に
作
品
を
終

結
さ
せ
て
ゆ
く
作
者
の
意
図
が
不
可
視

の
抗
道
そ
れ
自
体
の
存
在
の
意
味
の
追

及
に
ま
で
深
く
入
り
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と

な
く
、
不
可
視
の
坑
道
を
含
め
て
全
て

の
存
在
そ
れ
自
体
を
も
破
滅
さ
せ
抹
酌

し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
方
向
に
進
ん
で
し

ま
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
作
中
人

物
た
る
Λ
私
Ｖ
の
哲
学
的
な
存
在
価
値

認
識
の
追
求
が
稀
痔
と
い
う
か
不
足
し

て
く
る
こ
と
に
あ
る
」
（
頁
６
２
）

　
小
説
的
地
平
に
思
想
を
堅
持
し
て
き

た
彼
が
、
あ
た
か
も
そ
の
手
綱
を
ゆ
る

め
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
そ
れ
は
、

覚
東
な
い
あ
と
昧
の
悪
さ
を
残
し
て
い

る
。
自
輯
自
絢
の
廃
油
に
自
ら
を
追
い

こ
み
な
が
ら
、
い
や
、
追
い
こ
ん
で
し

ま
う
が
故
で
あ
ろ
う
か
。
抜
き
さ
し
な

ら
ぬ
憤
嫉
に
か
ら
れ
て
全
て
を
ぶ
ち
壊

さ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
を
た
ど
る
の
な

た
め
に
は
生
活
の
臭
気
が
必
要
な
の
だ

と
脱
く
高
橋
和
己
‘
り
想
像
力
の
方
法
論

で
は
、
堅
史
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
で
き

ず
現
実
と
０
絶
望
的
な
格
闘
に
立
ち
向

壁
の
重
み
を
乗
り
こ
え
る
視
点
は
つ
い

に
不
可
視
な
の
で
あ
る
。
」
（
頁
５
８
）

　
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
和
己
の
致
命

所
を
突
い
て
次
の
事
実
を
捉
示
し
う

る
。
現
実
の
生
后
へ
の
こ
だ
わ
り
は
確

固
と
し
て
思
想
を
築
き
う
る
が
、
そ
れ

が
想
像
力
の
次
元
に
ま
で
及
ぶ
と
き
、

可
能
性
の
広
が
り
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
か

ざ
る
を
り
な
い
。

　
現
実
の
生
活
は
依
然
と
し
て
政
治
の

哨
の
目
の
中
に
在
り
、
歴
史
の
重
い
麹

を
は
め
ら
れ
て
あ
る
の
だ
か
ら
。
共
産

主
義
国
家
の
可
能
性
の
な
い
と
こ
ろ
で

は
「
知
識
人
」
と
い
う
疎
外
的
存
在
か
ら

の
解
放
も
未
知
に
し
て
彼
岸
な
の
で
あ

る
。
だ
が
、
社
会
的
存
在
と
し
て
は
そ

う
で
あ
っ
て
も
創
造
主
体
者
と
し
て
文

明
の
質
的
変
革
は
無
限
に
可
匍
で
あ
ろ

う
。
過
去
の
全
共
闘
時
代
に
多
々
み
ら

れ
た
「
想
像
力
は
世
界
を
切
り
拓
く
「

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
み
ご
と
に
こ
の
自

己
探
求
の
途
と
世
界
と
を
調
和
さ
せ
て

い
る
。
芸
術
は
個
人
の
享
受
や
逃
避
に

求
め
ら
れ
る
場
で
は
決
し
て
な
い
。
創

造
の
営
み
そ
れ
自
体
と
し
て
つ
ま
り
作

品
を
通
し
て
の
み
な
ら
ず
、
本
質
的
変

容
の
可
能
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

創
造
的
主
体

が
稀
薄
だ
っ

た
「
和
己
」

　
☆
紺
色
の
集
団
が
周
囲
を
取
囲
む

の
を
腿
る
時
、
大
概
の
場
台
東
悪
感

と
某
る
種
の
騎
稽
さ
を
感
じ
、
そ
し

て
最
終
的
に
は
彼
等
の
体
力
に
、
や

は
り
恐
れ
入
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
９
・
2
6

集
為
に
於
て
、
そ
う
し
た
無
根
拠
Ｏ

先
入
観
は
全
く
抱
く
べ
き
で
は
な
い

こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。
機
動
隊

が
作
意
し
て
組
紐
さ
れ
た
忠
実
・
な
る

国
家
経
営
の
一
刀
団
で
あ
る
こ
と
は

政
男
が
国
家
の
腕
で
一
つ
の
ａ
割
を

単
細
胞
的
に
務
め
る
こ
と
を
自
ら
に

許
し
て
い
る
多
く
の
「
先
天
的
弛
贋

者
」
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら

だ
。
（
そ
う
し
た
も
の
に
恐
怖
す
る

こ
と
は
体
力
の
知
・
刀
に
対
す
る
優
越

や
「
個
」
の
な
い
も
の
Ｏ
「
飼
」
を

持
つ
人
‐
に
対
す
る
優
越
の
容
認
と

い
う
不
可
解
な
こ
と
に
な
る
。
）
真

に
恐
如
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

彼
等
自
身
で
あ
り
彼
等
を
抱
く
権
力

な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
狭
山
闘
争

の
中
に
明
遂
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
し
た
Ｈ
万
人
の
中
で
、
セ
ク

ト
学
生
と
そ
れ
ら
の
旅
の
固
に
、
一

般
人
１
Ｉ
家
内
や
外
で
の
労
働
を
日

常
的
に
必
要
と
す
る
人
の
姿
を
見
た

こ
と
は
衝
撃
だ
っ
た
。
人
の
集
合
の

便
宜
的
な
仮
定
か
ら
始
ま
っ
た
「
社

会
」
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
そ
れ
と

相
互
に
支
・
凡
あ
う
国
家
幄
力
者
の
少

数
に
奪
い
取
ら
れ
、
彼
等
の
利
益
○

た
め
に
有
用
な
形
に
変
革
・
合
理
化

さ
せ
ら
れ
て
、
人
々
を
い
か
に
効
率

良
く
利
用
す
る
か
に
政
等
が
我
々
と

し
て
い
る
現
任
を
思
い
、
そ
の
中
で

個
人
の
「
自
由
」
意
志
を
喪
失
さ
せ

ら
れ
な
が
ら
そ
れ
を
奪
還
す
る
と
い

う
当
然
の
希
求
す
ら
も
日
常
生
后
の

押
し
つ
け
ら
れ
た
労
働
の
中
で
夜
労

す
る
状
態
に
自
ら
を
埋
役
き
せ
る
こ

　
和
己
の
内
に
あ
る
ジ
レ
ン
マ
は
、
創

造
的
主
体
か
ら
の
探
究
が
稀
薄
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
復
帰
」
○
も
た
ら
し
た
も
○
は
何

で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
ヤ
マ
ト
ウ
の

高
度
成
長
型
済
の
毒
河
ふ
り
・
尻
ぬ
ぐ

と
で
｀
市
民
社
会
」
の
中
の
小
市
民

　
と
し
て
「
平
和
で
豊
&
!
j
」
暮
す

こ
と
を
甘
受
し
て
い
る
多
く
の
人
々

を
思
う
と
き
、
他
の
無
行
動
の
一
般

的
市
民
や
学
生
は
、
彼
等
労
働
者
の

参
加
の
意
味
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な

ち
な
い
だ
ろ
う
。
－
１
彼
等
は
甘
受

す
る
こ
と
を
「
選
択
」
し
な
か
っ
た

の
だ
Ｑ
ｌ
ｊ

　
学
生
を
主
軸
と
す
る
各
セ
ク
ト
○

含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、
参
加
目
的
が
完

全
に
把
握
し
得
て
い
な
い
段
階
で
の

試
行
但
誤
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

参
加
と
い
う
行
為
を
、
彼
ら
自
身
気

づ
い
て
は
い
な
い
ま
ま
に
力
を
持
だ

な
い
者
達
の
闘
争
へ
の
「
行
き
方
」

の
一
つ
の
提
起
と
し
て
把
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
ば
。
な
い
か
と
思
う
。

7
0
年
前
後
、
あ
の
栄
光
の
時
代
に
傍

観
者
だ
っ
た
者
這
、
さ
ら
に
高
校
か

ら
大
学
へ
と
移
行
す
る
時
則
に
そ
れ

新記者研修報告･から

雑
多
な
参
加
は
意
外
な
気
が
し
た
。

新
聞
紙
上
で
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
セ

ク
ト
の
内
ゲ
パ
の
報
一
を
目
に
し
て

い
た
か
ら
だ
。
相
反
す
る
セ
ク
ト

と
の
同
時
参
加
と
い
う
事
態
に
、

　
「
そ
れ
で
も
行
く
の
だ
」
と
す
る
彼

　
　
メ

等
の
Ｊ
刀
・
回
。
そ
の
決
定
に
ど
の
よ
う

な
思
惑
の
働
き
が
あ
っ
た
か
は
知
ら

な
い
。
そ
の
中
に
は
反
対
党
や
状
況

を
意
識
し
た
政
治
的
配
慮
も
多
分
に

’
ま
で
の
Ｉ
Ｒ
既
涙
ル
ー
ト
Ｕ
反
大
学
り

　
意
識
を
ま
ぎ
わ
に
な
っ
て
四
無
主
義

　
に
す
り
か
え
て
柘
Ｍ
体
制
に
従
っ
て

　
し
ま
っ
た
我
等
、
倦
怠
す
る
こ
と
で

　
透
視
可
能
な
米
茉
と
い
う
現
実
か
ら

　
目
を
背
け
無
為
な
菱
し
さ
の
中
に
い

　
る
我
等
、
権
力
の
９
堕
に
諮
服
さ
せ

　
ら
れ
る
こ
と
の
１
．
七
慮
さ
を
弱
者
ど
う

　
し
の
内
ゲ
バ
に
’
０
す
伸
一
遠
、
そ
れ

　
は
日
常
的
な
労
働
を
必
要
と
す
る
入

　
遼
の
目
に
は
「
甘
え
」
と
し
か
映
ら

　
な
い
だ
ろ
う
。
そ
０
時
、
自
己
の

　
　
「
け
っ
こ
う
な
御
身
分
」
的
状
態
・
そ

　
竺
に
利
用
ず
る
こ
と
で
、
闘
争
を
Ｉ

　
時
的
な
。
‥
一
一
楊
か
ら
漸
次
総
合
化
し
て

　
い
く
力
に
匙
め
る
た
め
の
行
動
を
開

　
始
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
「
狭
山
」
は
多
く
の
組
紐
９
ｔ

　
て
い
る
状
園
と
い
う
面
で
、
今
最
も

　
　
「
幸
福
」
な
闘
争
と
Ｉ
ｄ
え
る
の
で
は

　
な
い
か
と
思
っ
ぺ
し
か
し
そ
れ
は

生
活
に
機
ざ
さ
れ
た
想
像
力
の
方
法
論

で
は
不
可
避
的
に
生
活
の
変
革
（
９
政

治
変
革
）
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
危
険
を

傅
な
○
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
経
済
再
興
、
日
立

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
沖
縄
破
壊
に

等
し
い
も
○
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
石
咄
貯
蔵
紬
地
）
は
、
日

柳
が
本
土
で
は
新
設
不
可
能
と
な
っ
た

公
害
企
業
を
沖
縄
に
持
ち
込
み
、
窮
地

に
立
だ
さ
れ
本
土
資
本
主
義
の
活
路
と

し
、
更
に
ア
ジ
ア
ヘ
の
活
路
と
し
、
更

に
ア
ジ
ア
ヘ
の
経
済
侵
略
錨
地
と
し
て

利
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
戦
後
二

十
年
間
中
断
さ
れ
た
冲
妬
浸
略
○
再
開

で
あ
り
、
も
し
放
置
す
る
な
ら
日
令

犬
和
人
）
は
沖
祠
人
（
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ

ー
）
を
絶
滅
す
る
ま
で
侵
略
の
手
を
０

的
な
こ
○
形
式
の
認
識
活
動
は
間
接
、

直
接
に
個
人
Ｉ
社
会
的
実
践
に
座
結
さ

れ
て
い
る
反
面
、
文
化
的
創
辿
に
依
る

世
界
艇
等
々
り
積
極
的
創
造
と
を
関
係

つ
け
る
多
数
の
感
覚
的
所
与
と
歴
史
的

変
進
一
程
で
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ら
こ
れ
ら
０
認
識
活
動
は
Λ
受
信

す
る
Ｖ
↓
受
動
性
と
Λ
組
織
す
る
Ｖ
↓

随
勁
性
り
返
吻
の
総
合
か
ら
成
リ
て
い

る
こ
と
を
肖
視
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。

　
現
蛸
ハ
文
化
的
▽
感
動
は
経
済
的
・

社
会
的
・
政
治
的
行
動
と
切
り
Ｉ
離
さ
れ

て
い
る
限
り
有
効
に
な
り
得
ぬ
情
況
に

あ
る
中
、
わ
れ
わ
れ
唾
ｔ
新
運
動
―
メ

デ
。
ィ
ア
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
と
Λ
受
９

老
Ｖ
と
の
意
識
○
覚
酸
と
不
可
分
な
意

識
の
択
性
化
の
闘
い
を
逐
娩
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
）

あ
く
ま
で
政
判
と
い
う
具
体
的
目
標

が
前
面
に
ａ
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
貧
の
部
落
解
放
を
判
決
慢
も
Ｕ

人
の
内
の
差
別
意
識
の
心
情
面
に
於

て
個
々
に
認
識
し
、
「
狭
山
」
以
外

の
表
面
化
の
不
明
確
な
忘
れ
ら
れ
る

聞
賭
に
お
け
る
権
力
と
の
闘
争
と
併

わ
せ
て
、
日
常
的
に
続
け
て
行
く
こ

と
が
重
要
な
の
だ
と
思
う
。

は
ら
む
。
意
志
し
て
か
や
む
な
く
か
、

咬
は
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
の
マ
ル
ク
ス
主
義

笑
学
に
対
し
て
ｎ
否
い
ず
れ
の
立
場
も

る
め
は
し
な
い
だ
ろ
っ
。

　
本
年
九
月
、
私
は
初
め
て
沖
鴫
の
旭

へ
行
き
、
そ
し
て
金
武
（
キ
ン
プ
）
防

を
眺
め
た
。
す
で
に
与
那
城
材
（
ョ
ナ

グ
ス
ク
ソ
ン
）
か
ら
瓦
Ｋ
程
の
向
上
に

浮
か
ぶ
平
安
座
（
ヘ
ン
ザ
）
島
に
は
、

か
け
込
み
資
本
の
旧
ガ
ル
フ
（
冲
網
タ

Ｉ
ミ
ナ
ル
沖
哺
石
油
精
製
）
の
大
き
な
・

‘
－
Ｉ
’
‘
‘
”
；
｀
’
‘
’
ゾ

－ 一 一

ほらんばか

ｊ
演
　
出

舎
公
作
演

怒
ｒ
史

Ｆ
回
ｔ
武

◇劇団
◇第九
◇秋沢
◇堕

10月６日（日）
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入場料600円

と
り
た
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
λ
政
治
的
秩
序
○
申
に
あ
っ
て
、
な

お
人
間
と
し
て
の
自
然
な
感
９
の
優
位

を
保
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

自
体
す
で
に
一
つ
の
悲
劇
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
率
直
に
い
っ
て
、
そ
れ
は
本

来
不
可
能
な
こ
と
だ
か
ら
で
為
る
Ｖ

　
（
『
詩
人
の
溥
叩
一
』

　
李
商
隠
の
悲
劇
は
ま
た
、
剤
□
の
悲

劇
で
も
あ
っ
た
。
院
が
こ
ぅ
吐
か
ね
ぱ

な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
既
に
詩
人
の
運

命
は
乗
り
Ｉ
越
え
雅
く
在
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
１
１

　
あ
ら
か
し
め
恪
印
さ
れ
た
も
０
と
し

て
存
在
す
る
意
識
は
、
川
西
氏
の
言
葉

を
勧
り
て
「
虚
弱
な
る
も
の
、
無
焔
な

る
も
○
、
天
性
練
れ
な
き
も
の
を
Λ
殺

し
Ｖ
続
け
る
」
「
そ
の
重
み
を
自
ら
背

負
っ
て
長
征
の
道
を
歩
き
始
め
る
の
で

あ
る
。

固
㈲
悪
㈲

ｇ
城
・
局
同
○
埋
め
立
て
に
関
し
て
で
あ

る
。

　
一
月
一
九
日
、
吊
良
「
Ｍ
」
政
は
、

こ
れ
ま
で
の
建
設
認
可
万
針
を
一
変
し

て
「
Ｏ
Ｔ
Ｓ
反
対
」
を
声
明
し
た
も
の

の
、
相
変
わ
ら
ず
三
度
の
埋
め
立
て
工

ぶ
は
中
止
さ
れ
で
い
な
い
。
更
に
一
月

二
五
目
、
中
曽
根
通
産
帽
に
・
応
「
ｃ

Ｔ
Ｓ
積
極
推
進
」
が
発
表
さ
れ
、
つ
い

に
一
良
「
県
」
政
０
斌
両
性
が
Ｍ
耐
さ

れ
た
。
。

　
金
武
阿
は
沖
鶴
に
お
け
る
最
宍
に
し

て
唯
一
の
漁
酎
と
呼
ぶ
対
苓
ま
だ

ろ
う
。
こ
の
漁
氏
を
中
心
に
し
た
か
武

跨
を
守
る
会
は
、
金
は
い
ら
ん
と
。
り
っ

石
油
タ
ン
ク
が
ず
ら
り
と
並
び
、
島
ま
谷
害
も
い
ら
ん
と
Ｉ
．
・
フ
ノ
、
本
土
知
白
質

で
は
三
十
五
日
間
で
恣
っ
た
と
い
う
晦
篆
０
ハ
が
利
益
を
こ
ぅ
む
る
ｃ
Ｔ
Ｓ
兜

巾
這
路
が
紀
い
て
い
た
。
ａ
ｏ
海
申
道
ご
ら
ん
と
。
・
心
う
。
波
ら
は
。
り
フ
。
「
欲
・

路
が
で
き
る
ま
で
は
、
与
那
城
材
か
ら

平
ざ
雪
で
、
湖
が
引
く
と
遠
浅
ｏ
臼

し
い
の
は
生
へ
ｍ
で
す
・
よ
。
に
「
私
だ
・
ら
は

平
ざ
雪
で
、
湖
が
引
く
と
遠
浅
ｏ
白
玉
陥
や
健
康
は
。
ぶ
回
い
て
よ
。
」

砂
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
之
し
ご
。

か
し
、
こ
の
白
砂
を
カ
キ
染
め
て
陶
土
　
ｃ
Ｔ
ｓ
は
労
削
剥
す
ら
り
。
安
と
し
な

道
路
烋
『
だ
た
め
今
で
は
湖
流
か
セ
一
い
。
ｃ
Ｔ
ｓ
穿
‐
り
入
る
「
緊
」
の
暇
人

キ
止
Q
r
#
’
エ
ピ
の
生
ソ
ク
地
で
祀
も
ヽ
こ
の
建
設
計
・
吻
苧
と
に
に
プ

り
、
糾
の
漁
岫
で
あ
っ
た
こ
の
湾
が
死

に
に
λ
よ
う
と
し
で
い
る
。
皆
を
知
ら

な
い
私
に
は
、
胡
が
引
い
て
も
こ
こ
に

エ
ピ
が
住
み
、
歩
い
て
渡
れ
た
寺
と
は

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
建
設
計
。
自
と
は
単
に
ガ
ル
フ

の
λ
な
ら
ず
、
平
瓦
座
の
沖
に
あ
る
£

城
島
、
伊
計
島
凶
の
金
武
阿
南
部
を
埋

め
立
て
、
四
‥
ロ
市
・
の
Ｉ
．
一
倍
と
も
い
わ
れ

る
大
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
Ｍ
地
泌
設
計

幽
を
い
う
。
現
在
「
県
」
に
対
し
金
武

絢
を
守
る
会
（
与
膀
の
自
然
と
生
命
を

守
．
心
会
、
宮
城
島
土
地
を
守
る
公
、
士

- － 一 一 - 一 一

。
ツ
リ
と
さ
れ
る
。
沖
繩
に
と
。
で
、
｛

Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
、
ま
さ
に
百
害
あ
コ
上
利

な
し
と
．
ｄ
う
べ
き
。
で
あ
ろ
う
。
　
　
一

　
守
る
会
は
、
間
胴
ワ
。
一
差
を
日
柄
の

政
行
ｊ
と
は
呼
は
な
い
辰
ら
は

言

に
ヤ
マ
ト
宍
辿
白
9
9
J
t
;
4
1
’

i
さ
一

に
こ
こ
に
、
本
土
申
心
思
ど
へ
の
強
烈
‐
‐

な
拒
絶
の
怠
ぷ
が
に
Ｊ
じ
り
サ
困
そ

『
慧

は
卸
‥
祠
の
嘸
・
い
、
‐
び
？
’
。
づ
一
に
戸
い
『
一
心
民

衆
の
愈
ぶ
ｙ
回
シ
レ
ヅ
ハ
ヘ
の
ふ

の
声
で
あ
。
心
と
Ｉ
ド
ヅ
こ
勺
づ
に
ぺ

い

だ
ろ
凡

-

肢
ら
は
九
分
．
ｙ
知
し
で
い
心
り
だ
。

志
川
市
民
協
議
会
、
石
川
市
民
協
議
会
ぶ
‥
鞠
経
済
○
自
式
ば
．
、
‘
副
二
次
で
も
．
・
．
一

金
武
吋
自
然
と
生
命
を
y
‐
Q
I
’

I
S
i

l

S
I
S
p
J
l
j
’
‐
/
’

1
2
へ
ば
り
つ
い

- ＝ ミ ー ＝

- ‥ － 一 一 一 一

座
生
活
と
環
境
を
守
る
会
、
中
城
石
当
た
第
一
次
産
業
で
あ
る
事
叱
そ
し
て
Ｉ

驀
地
反
対
同
盟
よ
り
構
成
）
が
起
こ
し

た
「
公
有
水
面
埋
め
立
て
免
許
無
効
確

認
」
一
擲
戯
は
、
三
菱
に
よ
る
平
安
座
高

Ｈ
ぴ
Ｈ
ｄ
≒
ｊ
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成長性と安定性を保証する
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１
石
ｙ
鍼
灸
力
・
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み
ザ
叩
び
今
窟
お
’
契
瓊
ｒ
Ｘ

　
　
Ｌ
ｒ
９
ク
ｑ
ら
ズ
ぷ
９
ｙ
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１
ね
知
剱
虻
無
討
論
象

奮
一
番
廻
Ｒ
ビ
’
ｓ
鷺
ち
が
あ
Ｉ
刄
て
Ｉ
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万
霧
犬
男
丿
言
言
気
焉
叉
八

ぞ
各
ｙ
な
タ
基
や
俗
心

　
わ
れ
わ
れ
の
「
学
新
」
運
動
と
は
い
か
な
る
意
味
を
神
つ
の

か
。
一
剥
な
Λ
感
性
Ｖ
と
し
て
の
内
容
次
元
か
ら
Λ
政
治
▽
と

Λ
科
学
Ｖ
の
立
体
的
論
理
的
構
造
の
強
靭
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
獲

得
へ
と
Λ
感
性
▽
↑
↓
八
理
誦
Ｖ
の
下
降
・
上
昇
の
通
行
の
一

合
化
の
・
］
’
Ｉ
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
し
て
Λ
受
儒
者
▽
に

向
け
て
の
Λ
発
信
者
Ｖ
と
し
で
わ
れ
わ
れ
は
「
学
新
」
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
↑
↓
サ
テ
ー
フ
ィ
ト
の
緊
張

関
係
を
戦
略
と
し
て
確
固
た
る
視
角
を
再
度
、
確
認
し
な
が

ら
、
「
学
一
芒
活
動
の
位
相
を
追
求
し
て
き
た
「
夏
期
合
宿
」

に
お
け
る
Ａ
文
化
局
Ｖ
報
告
を
こ
こ
に
提
出
す
る
。

　
　
　
Λ
１
▽

　
全
共
闘
運
動
は
ハ
未

　
来
社
会
Ｖ
の
萌
芽
形

　
態
の
予
見

　
わ
れ
わ
れ
は
魅
判
合
悩
に
お
け
る

「
文
叱
局
」
か
ら
の
報
告
を
提
出
し
以

後
の
学
新
旨
后
勣
の
位
相
を
追
求
し
た

い
。
わ
れ
わ
れ
は
現
在
、
沈
叢
せ
る
新

左
翼
め
潮
流
の
中
で
ま
ず
六
〇
年
代
学

生
運
動
の
史
的
検
証
か
ら
開
始
し
、
全

学
巡
運
動
、
全
共
闘
運
動
心
質
的
把
握

の
中
か
ら
全
共
闘
運
動
が
唯
一
創
出
し

た
「
解
放
区
」
と
い
う
次
元
か
ら
ア
プ

？
‐
チ
を
企
て
た
。
八
｛
玉
代
今
疾
闘

が
一
応
０
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
お
け
る

価
値
属
準
を
は
６
か
に
突
破
し
Λ
場
Ｖ

に
奴
百
時
間
と
い
う
一
疋
○
瞬
間
、
自

己
０
肉
体
、
精
神
を
含
・
何
し
た
介
拶
を

を
ぷ
つ
け
た
時
に
構
築
し
た
△
ツ
回
Ｖ

と
し
て
の
「
解
放
区
」
と
は
い
か
な
る

意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
も
ら
ろ
ん

全
奘
鱒
の
「
ｔ
放
区
」
創
出
は
ハ
有
効

’
性
▽
と
Λ
時
間
的
を
統
ぃ
Ｖ
を
切
り
拾
て

た
と
こ
ろ
に
喪
出
し
た
観
念
的
優
位
性

す
な
わ
ち
八
感
性
Ｖ
次
元
に
他
な
ら
な

か
っ
た
が
、
Λ
制
度
Ｖ
に
組
織
氾
さ
れ

た
既
成
政
党
、
労
働
組
合
の
代
表
す
る

よ
う
な
「
抽
象
的
普
遍
性
」
の
形
態
に

準
か
ら
主
体
的
解
放
○
水
準
ま
で
高
度

叱
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
全
共
闘
運
動
は

Λ
未
来
社
会
Ｖ
に
お
け
る
大
衆
の
｀
四
遍

的
利
益
ｔ
代
表
し
Λ
未
来
Ｖ
に
構
築
さ

る
べ
く
社
会
関
悩
の
芽
と
し
で
わ
れ
わ

れ
の
展
望
に
位
置
つ
」
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
う
っ
。

　
　
　
Λ
２
Ｖ

　
感
性
ま
で
下
降

　
し
た
（
日
常
）
と
し

　
て
の
文
化
革
命

党
の
・
冒
僚
に
依
る
管
理
体
制
を
包
括
し

た
Λ
管
理
Ｖ
の
全
面
的
転
覆
が
要
請
さ

れ
る
盾
況
と
な
っ
た
。
こ
の
Λ
管
理
Ｖ

思
想
を
生
む
元
兇
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

核
と
し
た
現
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
明
の
質

自
体
に
追
求
さ
れ
、
現
社
会
関
係
を
根

底
び
ら
廃
棄
ｙ
る
に
は
一
ぶ
ず
大
尽
八
日

常
Ｖ
生
一
日
○
全
一
回
向
自
主
編
成
か
ら
開

始
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
］
ふ
い
。
す
な
わ

ち
わ
れ
わ
れ
の
文
叱
革
命
○
核
心
を

Λ
感
性
Ｖ
レ
ベ
ル
ま
で
ド
降
し
た
八
日

常
Ｖ
と
し
で
の
社
会
変
革
に
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

断
乎
賑
別
し
Λ
占
拠
▽
と
い
う
」
具
体
　
次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
古
典
マ
ル
ク
ス
　
と
こ
ろ
．
で
現
在
、
風
副
で
Λ
ズ
明
の

的
芦
肩
吽
」
を
代
表
し
た
。
す
な
わ
ち
主
義
○
限
界
性
を
八
経
済
学
∇
八
文
明

四
回
い
け
・
。
言
言
抑
圧
、
礼
Ｉ
Ｃ
Ｉ

．
ｙ
化
一
▽
０
縛
込
い
位
相
？
り
氾
氷

瞑1

ｲ系 限
大
毘
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日
参

危
機
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ヽ
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説
が
あ
る
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‘
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皿

斬
目
羞
侭
ら

Ｉ
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Ｉ

外
周
象
り
止
揚
さ
れ
た
Λ
米
禾
社
会
Ｖ
　
を
試
み
た
。
　
　
　
　
　
’

に
向
こ
で
の
犬
衆
り
今
開
削
解
放
要
求
　
旧
マ
ル
経
学
者
が
剛
一
一
八
だ
メ
ト
ロ
ポ

を
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
僥
、
リ
ス
に
お
け
る
・
ハ
窮
之
化
革
命
諭
▽
が

独
占
体
制
下
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
内
○
Λ
疎
外
単
命
論
Ｖ
へ
と
転
形
し
、
Λ
疎

　
「
福
祉
国
￥
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
外
Ｖ
形
一
に
し
て
も
机
上
り
形
向
上
学

Ｓ
家
吟
刀
の
支
配
統
合
原
理
と
し
て
。
・
。
べ
的
截
忿
か
ら
・
一
分
ぷ
兄
嫁
的
経
験
０
申

出
し
て
き
た
ｏ
で
あ
る
が
、
当
時
の
ブ
で
実
感
し
う
る
八
日
誹
▽
と
し
て
０
慨

ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
枠
内
の
潮
流
は
こ
の
開
削
と
成
っ
で
き
た
。

の
旅
配
構
造
を
理
解
で
き
ず
、
戦
後
市
　
又
、
大
恐
慌
以
来
、
自
由
経
済
（
占

民
社
会
の
成
熟
の
申
で
Λ
日
常
▽
怠
凍
典
経
済
学
）
政
策
か
ら
国
家
資
水
玉
痍

と
し
て
○
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
理
念
｀
（
近
代
経
済
学
）
政
策
０
．
に
大
哲
理
社

の
水
準
で
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
支
配
。
原
会
へ
と
転
換
し
、
資
本
と
労
働
と
い
う

理
に
組
駄
叱
さ
れ
て
い
た
。
こ
○
中
で
古
典
一
級
対
立
か
ら
多
。
・
圓
哨
、
包
括
的

全
共
闘
運
動
は
Λ
制
度
Ｖ
の
代
表
す
る
対
立
へ
と
変
濤
し
た
。
つ
ま
り
古
典
的

全
体
性
が
抽
象
的
普
遍
性
に
過
ぎ
ぬ
プ
’
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
は
解
決
が

（7）

全:

i萱i

況
下
で
文
削
を
危
機
．
ご
い
ぅ
・
こ
と
は
、

資
本
Ｍ
生
趾
形
E
世
界
的
全
鮫
的
危

機
り
申
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
変
革

の
ハ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
り
「
文
叱
革
命
」

と
い
う
言
葉
で
社
会
革
命
の
代
理
行
為

化
を
企
て
い
る
こ
と
は
明
・
白
だ
が
、
わ

れ
わ
れ
が
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
Λ
文
化
革
命
Ｖ
と
い
う
時
、
革
命

自
体
ｈ
文
化
的
と
規
定
し
て
文
化
的
扇

域
に
華
商
を
到
し
こ
め
る
な
ら
ば
革
命

そ
の
も
の
を
去
勢
化
す
る
危
険
性
が
め

る
と
い
う
・
こ
と
で
あ
る
。
こ
○
Λ
文
化

革
命
Ｖ
の
去
勢
叱
の
危
険
宝
唇
破
す
に

は
単
に
資
本
制
生
産
形
態
紆
破
だ
け
の

問
題
。
で
は
な
く
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
発
生

の
意
味
（
社
会
主
義
国
に
い
ま
だ
残
る

近
代
文
明
○
呪
縛
化
の
存
在
）
を
あ
く

１
そ
も
ご
も
優
り
巡
到
０
鰍
沢
の
欠
．
λ

　
　
無
縁
○
日
水
を
感
私
的
に

　
　
れ
た
感
肩
主
義
と
Ｇ
Ｎ
Ｐ
汁

　
　
．
へ
の
幻
想
的
副
持
脚
ふ
っ

牡　
ぎ
「
艇
」
政
は
「
復
帰
」
に
際
し

沖
縄
の
経
済
．
再
興
、
自
立
を
目
指
し
、

工
議
立
県
・
観
光
之
堅
果
と
し
で
、
積

極
的
に
大
企
業
．
一
致
政
策
を
押
し
辿
め

で
き
た
．
そ
れ
が
現
在
沖
縄
「
県
」
の

焦
点
と
な
．
っ
て
い
る
Ｃ
Ｔ
建
設
と
海
洋

|
I
N
I
I
1
1
j

ま
で
内
在
同
文
に
批
判
か
ら
文
化
の
概

念
○
止
揚
ま
で
文
化
批
判
を
高
度
化
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
△
３
Ｖ
　
　
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
は
様
々
の
感
覚
所
与
と

　
歴
史
的
過
程
で
変
化

　
最
浸
に
わ
れ
わ
れ
の
学
新
超
勤
と
は

い
か
な
る
草
昧
を
持
つ
り
だ
ろ
う
か
。

「
学
生
新
聞
」
と
い
う
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
を
鍼
介
と
に
丑
文
化
活
動
・
文
化
創

造
０
有
効
性
を
考
察
す
る
に
、
第
一
に

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
占
す
る
伝
達
過
程

に
お
け
る
特
権
同
位
置
を
直
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
識
総
体
の

伝
達
ａ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
Λ
発

信
Ｖ
ず
る
哨
報
の
性
格
以
上
に
Λ
叉
信

者
Ｖ
の
構
造
（
個
人
の
精
神
的
心
理
的

構
造
）
に
左
右
さ
れ
る
。
つ
ま
り
全
一

トヨタからの伝言

　就職先を決定された人、これから決定する人、

就職戦蔵は、いよいよ大詰めを迎えました。

キミのこれからの人生をより充実したものにする

べく勇気をもって決断する時です。

　幾多の企業の中か･ら、自分の一生を2Eすに

値する会社を捜すことは、容易なことではありま

せんが、その際、就職先選考のポイントとして

次の５点を基準に考えね:J･、よいので;よないで

し､;;うか。

(1う思い切｡って仕事ができること。

12､組織の歯車ではないこと。

(31仕事の絡乗が、明確にわかること。

(4;仕事=を通して、自己か･斎かれるような職業で

　あること。

(5､?物質句にも精神的にも、リッチになれる｡●業で

　あること。

　今こそ､激釣のロ參経済の中で､真に､成長性と

安定性をfj｀する11裳を、キミの確かな目で選ぶ

時です。

　抜群の販売力を誇る、トヨタ販売会社グループ

全国280社は、スケール、安定性、ステータス、

いずれをとっても､実力企業の名にふさjえい会社

です。キミの個性とパワーを存分に発揮できる

舞台が、ここに阻鳶されています。

　キミの人生を、ぜひトヨタヽに賭けてみられる

ここを、むすすーします。

トョタの販売会社に興味をお持ちの万は

ぜひ一度ご巡絡ください

　■全国トヨタ･ﾄｮﾍﾞｯﾄ･カローラ･ディーゼル

　　オート･ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ販売会社人事担当係

　‐トヨタ自動車販売株式会社販売店室

　　名,古屋市東区武平町3丁目1番地Υ461

　　�（052）952－2nl

　‐トヨタ自動車販売株式会社

　　東京事務所人事課

　　東京都千代田区九段南2-3-18孚IG2

　　�（03）263－4111

　雛トヨタ自動車販売店協会

　　東京都千代田区九段南2-3-18歴102

　　雲（03）263－6456
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